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誤った取り扱いをした場合に生じる危険とその程度を、次のレベルで説明しています。

「してはいけない」を示します。

本文中に使われている図記号の意味は、次のとおりです。

この表示を無視して誤った取り扱いを行なうと使用者などが
傷害（※1）を負うことが想定されるか、物的損害（※2）の発生
が想定される危害・損害の程度を示す。
（※1）傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、ケガ・やけど・感電などをさす。
（※2）物的傷害とは、家屋・家財に関わる拡大損害をさす。

■ご使用になる前に必ずこの「取扱説明書」をご一読いただきますよう、お願いいたします。間違った取り扱いを行ないますと製品の品質劣化や人への損傷に
　つながる可能性があります。本書にそわず取り扱いを行なった場合については、当社での保証はしかねますのでご注意ください。
■お読みになったあとは、大切に保管し必要な時にお読みください。

警告表示の種類と内容 人身事故や財産の損害を未然に防止するために、製品の取り扱いについて次のような警告表示をして
います。内容をご理解の上、正しく安全にお使いください。

● 強い衝撃を与えない。

● 油やインクの付着に注意する。
溶剤・薬品・油・インクなどが付着した場合はすぐに拭き
取ってください。
放置するとシミや変色の原因となります。

製品に粘着テープ（養生テープ・セロハンテープ・シール等）を
貼らないでください。表面化粧がはがれるおそれがあります。

● 粘着テープ（養生テープ・セロハンテープ・
　 シール等） は貼らない。

製品に直接水をかけたりしないでください。
長時間水に濡らしたままにすると、シワ・膨れ・変色・シミ・
割れの原因となります。

● 水濡れに注意する。
汚れが目立つ場合は固く絞った雑巾で拭き取っ
た後、乾拭きしてください。

● 汚れが目立つところ

マジックなどで表面を汚した場合は、すぐに家庭
用洗剤などで軽く拭き取った後、乾拭きしてくだ
さい。放置すると取れなくなります。

● 頑固な汚れ
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本社  〒760-0067　香川県高松市松福町1-15-10

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 1 F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 5首都圏 第1・2チーム 首都圏営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 3 2
T E L（ 0 8 7 ）8 0 6 - 3 6 6 0
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 2

F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 9 5
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 5
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 6

北海道・東北営業チーム    
関東甲信越営業チーム
中部営業チーム

東日本営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 3
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 4
T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 2 5

F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 7
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 8
F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 4 9

近畿営業チーム    
中四国営業チーム    
九州営業チーム

西日本営業
グループ

T E L（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 6 2 F A X（ 0 8 7 ）8 2 5 - 3 6 6 9特需 第1・2チーム特需営業
グループ

本製品に物をぶつけたり、ぶつかったりなど、強い衝撃を与えないでください。
破損による事故やケガのおそれがあります。

ご使用上のお願い

直射日光のあたる場所には適切な対策を行なってくださ
い。色柄によって変色する可能性があります。

● 直射日光に当てない。

 ● 暖房器具などを近づけない。

強い酸性、アルカリ性の薬品は表面を傷めます。
ご使用にならないでください。

● 使用禁止

スチーム洗浄機をご使用になりますと、突き上げ・
膨れ・ヒビ割れ・カビ・腐れ・白化などを生じること
がありますので、ご使用にならないでください。

● 使用禁止

暖房器具などから発生する熱風・熱気が直接当たらな
いようにしてください。反り・割れ・変色の原因になりま
す。

アクセントウォール

ラコア
取扱説明書 必ずお読みください

● パネルに棚板・カウンターなどを取り付ける場合は、
　 各部材の取扱説明書を順守してください。


